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考
古
展
示

（常
設
展
）

会
期
　
令
和
６
年
９
月
３
日
（火
）
～

令
和
７
年
３
月
３。
日
（日
）

当
館
の
常
設
展
示
室
の
う
ち
、
弥
生
時
代

・
古
墳
時
代

を
テ
ー
マ
と
し
た
第

一
常
設
展
示
室
が
、
五
月
二
六
日
を

以
て
、
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
考
古
資
料
に
つ
い
て
は
、

今
回
お
こ
な
う

「考
古
展
示
」
の
よ
う
に
、
企
画
展
示
室

な
ど
で
機
会
を
見
て
公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

考
古
展
示
が
テ
ー
マ
と
す
る

「近
江
風
土
記
の
丘
」
の

史
跡
は
、
弥
生
時
代
の
農
耕
集
落
で
あ
る
大
中
の
湖
南
遺

跡
と
、
古
墳
時
代
前
期
の
前
方
後
円
墳
で
、
県
内
最
大

（全

長

一
三
六

ｍ
）
を
誇
る
瓢
箪
山
古
墳
で
す
。

大
中
の
湖
南
遺
跡
か
ら
は
、
稲
作
に
使
わ
れ
た
木
製
の

農
耕
具
が
大
量
に
出
土
し
ま
し
た
。
完
成
品
に
加
え
、
制

作
工
程
の
各
段
階
の
も
の
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
ま
す
。
弥
生
時
代
の
展
示
と
し
て
は
、　
一
箇
所
か
ら

の
出
土
数
が
全
国
二
位
と
な
る
、
野
洲
市
の
大
岩
山
出
土

銅
鐸
十
日

（複
製
品
）
の
展
示
が
壮
観
で
す
。
ま
た
、
琵

琶
湖
の
湖
底
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
様
子
や
、
滋
賀
県
内
各

地
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文
時
代
の
土

の
土
器
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。た

で
あ
な
し
き

せ
き
し

つ

瓢
箪
山
古
墳
の
方
で
は
、
堅
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し
た

銅
鏡
、
玉
類
、
石
製
品
な
ど
の
呪
術
的
色
彩
の
濃
い
宝
器
類
、

武
器

・
武
具
類
を
展
示
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
栗
東
市
新
開

か
も

い
な

り

や
ま

古
墳
出
土
甲
冑
類
や
、
高
島
市
の
鴨
稲
荷
山
古
墳
の
副
葬

口只
復
元
品
）
な
ど
を
、
人
形
に
ま
と
わ
せ
、古
墳
時
代
前
期
・

中
期

。
後
期
の
そ
れ
ぞ
れ
の
王
様
の
姿
を
比
較
し
た
展
示

も
お
こ
な
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
道
和
人
）

特
別
陳
列
Ｉ

近
江
の
遺
跡
発
掘
調
査
①

「古
代
国
家
と
鉄

あ

お

え

　

　

　

　

　

　

　

か

　

じ

守
‐
近
江
回
府
跡
青
江
遺
跡
の
鍛
冶
工
房
己

会
期

中
令
和
６
年
９
月
２６
日
（木
）
～
１０
月
３‐
日
（木
）

本
展
示
で
紹
介
す
る
青
江
遺
跡
は
、
近
江
国
府
の
中
心

的
施
設
で
あ
る
近
江
国
庁
の
南
側
に
位
置
し
、
こ
れ
ま
で

国
司
館
と
想
定
さ
れ
る
掘
立
柱
建
物
や
そ
れ
に
伴
う
築
地

べ
い

塀
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
津
市
が
実
施
し
た
令
和
四
年
度

（二
〇
三
二
）
の
発

特
別
陳
列
Ⅱ

近
江
の
遺
跡
発
掘
調
査
②

む
も
ん
ぎ

ん
せ
ん

　

　

　

け
ん
げ
ん
た
い
ほ
う

「古
代
の
お
金
‐無
支
銀
銭
か
ら
軋
元
大
費
ま
で
己

会
期

中
令
和
６
年
Ｈ
月
１
日
（金
）
～
１２
月
３
日
（火
）

令
和
六
年
七
月
二
日
か
ら
新
し
い

一
万
円
札

・
五
千
円

札

・
千
円
札
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

一
六
年
の
変
更

か
ら
約
二
十
年
ぶ
り
の
更
新
に
な
り
ま
す
。
新
札
発
行
の

理
由
に
は
、
偽
造
防
止
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
向

上
等
が
あ
る
よ
う
で
す
。

お
金
の
種
類
や
定
義
は
様
々
で

一
様
に
説
明
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
そ
の
中
で
も
金
属
で
造
ら

れ
た

「銭
貨
」
に
絞
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
で
製
作
さ
れ

た
初
例
は
飛
鳥
時
代
の
無
文
銀
銭
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

和
同
開
弥
か
ら
い
わ
ゆ
る

「皇
朝
十
二
銭
」
と
呼
ば
れ
る

銭
貨
が
順
次
、
鋳
造
さ
れ
ま
す
。
古
代
の
銭
貨
も
現
代
と

同
じ
く
、
更
新
さ
れ
る
た
び
に
書
か
れ
た
文
言
や
製
造
方
法
、

規
格
等
が
変
化
し
ま
し
た
し
、
い
ろ
ん
な
用
途
で
消
費
さ

れ
ま
し
た
。

本
陳
列
で
は
こ
の
よ
う
な
日
本
古
代
に
お
け
る
銭
貨
の

歴
史
の

一
部
を
、
滋
賀
県
内
に
お
け
る
発
掘
調
査
で
出
土

し
た
事
例
か
ら
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
十
二
月
四
日

（水
）

か
ら
は
、
特
別
陳
列
Ш
　
近

江
の
遺
跡
発
掘
調
査
③
「中
世

の
お
金
‐
虫
生
館
遺
跡
出
土
事

例
か
ら
」

を
開
催
予
定
で
す
。

こ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。
　

　

　

（佐
藤
佑
樹
）

掘
調
査
で
は
、
築
地
塀
と
そ
れ

そ

せ
き

に
伴
う
礎
石
列
に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
る

「片
庇
廊
」
と
呼
ば
れ

る
外
郭
施
設
が
検
出
さ
れ
、
そ

の
中
か
ら
複
数
基
の
鍛
冶
炉
や

鍛
冶
関
連
遺
物
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
発
掘
調
査
成
果

は
、
こ
れ
ま
で
近
江
国
府
内
で

偶
、
弥
生
時
代

は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
遺

ｉｌ
ｉ

構
の
時
期
が
、
藤
原
仲
麻
呂
が

近
江
国
守
を
兼
任
し
て
い
た
時

期
と
合
う
こ
と
か
ら
、
近
江
国

府
の
構
造
や
、
藤
原
仲
麻
呂
政

権
と
近
江
の
鉄

。
鉄
器
生
産
と

の
関
係
を
知
る
う
え
で
非
常
に

重
要
な
成
果
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
　
　
　
　
　
（大
道
和
人
）

片庇廊 (大津市提供)鍛冶関連遺物 (大津市蔵)

尼子西遺跡出土無文銀銭 (滋賀県蔵)



資
料
紹
介

し
ば

た

か

つ
い
え

さ

い
き

ょ
じ
ょ
う

じ
よ
う

　
　
な

か

つ
　

ゆ

も

ん

じ
ょ

宿
老
で
し
た
。

こ
の
文
書
は
、
中
津
丼
と
、
隣
の
井
郷
で
井
の
取
水
口

を
共
有
し
て
い
る
宮
井

（岩
井

。
田
中
と
川
守

・
綾
戸
の

上

部
）
と
の
水
争
い
に
際
し
て
、
領
主
の
勝
家
鰤
可
し
た

判
決
文
で
す
。
中
津
丼
と
宮
井
は
、
日
野
川
と
綺
田
川
の

合
流
地
点
の
川
下
に
用
水
の
取
水
口
を
設
け
て
い
た
の
で

す
が
、
井
関
を
宮
井
郷
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
中
津
丼
郷
が
、

か
ん
す

い

早
水
で
水
量
が
減
っ
た
こ
と
に
困
り
、
こ
ち
ら
に
も
水
を

流
す
よ
チ
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は
川
面
が
地
面
よ

て
ん
じ
ょ
う
が
わ

り
高
い
天
丼
川
で
、

ふ
く
り
ゅ
う
す
い

伏
流
水
を
得
る
た
め
に
ど
こ
ま
で
川

底
を
掘
っ
て
よ
い
か
が
焦
点
と
な
っ
て
お
り
、
勝
家
は
中

津
丼
に
も

一
定
量
の
水
を
通
す
よ
う
、
宮
井
郷
に
指
示
し

ま
し
た
。
二
ヶ
月
後
に
中
津
丼
郷
の
井
掘
範
囲
を
定
め
た

か
き
く
だ
し

勝
家
の
書
下
も
、
同
様
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

中
津
丼
文
書
の
寄
託
披
露
の
た
め
、　
一
一
月

一
日

（金
）

か
ら
年
末
ま
で
、
こ

の
二
通
の
勝
家
文
書

と
勝
家
画
像
の
復
元

模
写
を
、
第
二
常
設

展
示
室
で
展
示
を
行

い
ま
す
。

蒲
生
郡
を
支
配
し

た
頃
の
勝
家
文
書
は
、

あ
ま
り
地
元
に
残

っ

て
い
ま
せ
ん
。
肖
像

画
と
と
も
に
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
と
も
観

覧
頂
き
た
く
思
い
ま

す
。
　

（高
木
叙
子
）

令
和
６
年
度
安
土
城
跡
発
掘
調
査
開
始
Ｈ

昨
年
度
か
ら
、
安
土
城
の
実
像
解
明
の
た
め
の

「令
和

の
大
調
査
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
発
掘
調
査
は
天
主
台
周

辺
か
ら
開
始
し
、
今
年
度
は
天
主
台
東
面
か
ら
北
東
面
、

本
丸
取
付
台
に
か
け
て
の
発
掘
調
査
を
八
月

一
日
か
ら

行

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
本
丸
取
付
台
で
建
物
礎
石
を
検
出
し
、
建

物

の
規
模
を
想
定
す
る
手
が
か
り
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

天
主
台
で
は
、
石
垣
の
崩
落
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
天
主

台
が
人
為
的
に
破
壊
さ
れ
た

「破
城
」
の
可
能
性
を
想
定

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
調
査
区
に
隣
接
し
て
発
掘
調
査
を

行
い
、
謎
に
包
ま
れ
た
安
土
城
の
さ
ら
な
る
実
像
解
明
を

目
指
し
ま
す
。
本
丸
取
付
台
で
は
、
昨
年
度
に
検
出
し
た

建
物
礎
石
の
続
き
を
検
出
す
る
こ
と
で
、
建
物
の
規
模
や

構
造
を
追
求
す
る
こ
と
を
、
天
主
台
で
は
、
石
垣
の
北
北

東
の
隅
角
部
を
検
出
し
、
天
主
台
の
形
状
復
元
の
資
料
を

得
る
こ
と
と
、
石
垣
の
崩

落
状
況
の
詳
細
や
、
そ
の

原
因
を
追
求
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
成
果
に
つ
い
て
は
、

現
地
説
明
会
や
調
査
成
果

報
告
会
で
お
伝
え
す
る
予

定
で
す
。
今
年
度
の
調
査

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ト
ツ

部
文
化
財
保
護
課
）

柴
田
勝
家
栽
許
条
々
‐
中
津
丼
文
書
十
一
通

天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
六
月
二
六
日

川
上
区
自
治
会

・
弓
削
自
治
会

・
川
守
区

・

綾
戸
自
治
会

・
駕
興
丁
自
治
会
　
蔵

中
世
近
江
に
は
、
村
人
た
ち
が
自
治
を
行
う

「惣
村
」

が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
そ
こ
で
は
共
有
田
畠
の
証
文
や
村

の
掟
な
ど
の
共
有
文
書
が
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

当
館
で
も
、
蒲
生
郡
竜
王
町
の
左
右
神
社
文
書
や
須
恵
八

幡
神
社
文
書
な
ど
を
預
か
り
、
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
共
有
文
書
を
持

つ
の
は
個
々
の
村
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の
村
で
構
成
さ
れ
た
井
郷
（井
水
組
合
）

な
ど
で
も
、
そ
の
権
利
の
根
拠
と
な
る
文
書
が
、
大
切
に

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
竜
王
町
の
「中
津
丼
」
は
、
川
上
・弓
削

・

川
守

・
綾
戸

・
鴛
輿
丁

・
橋
本

・
信
濃
の
七
村
を
潤
す
農

業
用
水
の
組
合
で
、
十
六
世
紀
初
頃
か
ら
存
在
し
、
近
隣

の
井
郷
と
争
論
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
中
津
丼
の
共
有
文
書
百
三
十
三
点

（町
指
定
文
化

財
）
が
、
今
年
四
月

一
日
よ
り
、
新
た
に
当
館
に
寄
託
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

写
真
の
柴
田
勝
家
裁
許
条
々
は
、
そ
の
中
の

一
通
で
す
。

元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
、
近
江
支
配
の
強
化
を
は
か
る

織
田
信
長
は
、
江
南
の
各
郡
に
有
力
な
部
将
を
配
し
、
民
政

・

軍
事
両
面
で
全
面
的
な
支
配
権
を
与
え
ま
し
た
。
蒲
生
郡

を
最
終
的
に
任
さ
れ
た
の
は
、
長
光
寺
城

（近
江
八
幡
市
）

の
勝
家
で
し
た
。
勝
家
は
、
信
長
の
父
の
代
か
ら
の
家
臣
で
、

年
齢
的
に
も
武
功
に
お
い
て
も
、
家
中
で

一
目
置
か
れ
る



特別陳列Ⅲ近江の遺跡発掘調査③
「中世のお金」

12月 4日 (水)～令和7年 2月 4日 (火 )

特別陳列Ⅱ近江の遺跡発掘調査②
「古代のお金」

11月 1日 (金)～ 12月 3日 (火 )

特別陳列 I近江の遺跡発掘調査①
「古代国家と鉄」

9月 26日 (木)～ 10月 31日 (木 )

博

物

館

の

主

な

催

し

令和6年度新収資料特別公開「中津丼文書と柴田勝家」11月 1日 (金)～ 12月 27日 (金 )

12月 11月 10月

2823   2116 9   8 2
日 日  日 日 日  日 日

土 月  上 月 月  日 月

;

休 請 連 休 休 請 連 体
年 館 師 続 館 館 師 続 館
末 日 :請 日 日 :請 日
年  太 座   小 座
始  囲 Ⅲ  島 Ⅱ

25   241811
日  日 日 日

月  日 月 月

105
日 日
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3      こ
展
示
室
に
自
動
ド
ア
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
！

令
和
六
年

（
二
〇
二
四
）
九
月
二
日
、
当
館
は
三
か

月
の
休
館
を
経
て
、
展
示
室
の
公
開
を
再
開
し
ま
し
た
。

今
回
の
休
館
は
、
令
和
七
年
春
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
に
向
け
た
大
改
修
に
伴
う
も
の
で
す
。

さ
て
、
今
回
大
き
く
変
わ

っ
た
こ
と
と
言
え
ば
、
な

ん
と
い
っ
て
も
、
展
示
室
の
前
に
自
動
ド
ア
が
新
設
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
一扉
が
増
え
た
だ
け
か
と
思
わ
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
、
文
化
財
を
取
り
扱
う
施
設

に
と

っ
て
、
一屏
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
文

化
財
を
守
り
伝
え
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
空
間
を

一
定
の

温
湿
度
に
保
ち
、
清
潔
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

空
間
を
周
囲
と
切
り
離
す

コ
屏
」
は
、
外
部
の
空
気
や

ホ
コ
リ
、
虫
や
菌
な
ど
の
侵
入
を
減
ら
す
の
に
役
立
ち

ま
す
。
滋
賀
県
の
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
防
具
が
増
え

た
の
だ
、
と
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

ま
た
コ
屏
」
は
、
こ
こ
で
は
な
い
場
所

へ
通
じ
る
入
口
で

も
あ
り
ま
す
。
開
い
た
扉
の
向
こ
う
に
広
が
る
展
示
に
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（瓜
生
翠
）

＊
休
館
中
や
改
修
工
事
の
様
子
は
、
当
館
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（♂
８
σ
ｏ
ｏ
声
ニ
ヨ
村ω
⑮
δ
ョ
）
か
ら
も
随
時
発
信
中
で
す
。

新設された展示室前の自動ドア

※連続講座の会場は当館セミナールームです。

※事情により行事内容や日時 。講師が変更になることがありますも最新の情報は当館ホームページでご確認ください。

※城郭探訪は事前申込制となつております。詳細は、電話でお問い合わせください。なお、当館ホームページおよび講座の広報チランでもご確認できます。
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